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事業番号 B1501-1

実施計画事業 〇
実施計画事業以外の事業 　

令和５年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名
児童クラブネットワーク運用事業

（一般事務事業・児童クラブ運営事業）
担当部 こども未来部

事業期間 令和３年度 ～ 令和７年度以降 担当課 こども政策課

小牧市まちづくり推進計
画（R1年～R4年） 分野別計画編

基本
施策

15
展開
方向

1 担当係 子育て支援係

目 2 大 2 中 1予算区分 一般会計 款 3 項 2

対象
（何･誰を対象

に）

児童クラブとこども政策課との間の文書交換

内容・手段
（目的達成のた
めにどのような
事業を実施した

か）

令和3年度中に構築したネットワークを活用し、令和4年度においても引き続
き各児童クラブとこども政策課の共有フォルダを介してこども政策課から文
書の通知や各種様式の提供を行った。また、各児童クラブでは、提供され
た様式等を活用しパソコン上で入力等をし、電子媒体で資料や連絡・報告
事項をこども政策課へ提出した。

【令和4年度決算】
直接経費 1,849千円
　役務費　　1,849千円

【令和5年度当初予算】
直接経費
　役務費　　1,145千円

受益者負担 無

根拠法令
・個別計画

児童福祉法、小牧市放課後児童健全育成事業の設備
及び運営に関する基準を定める条例、第2期子ども・子
育て支援事業計画

事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、ど
のような成果を
期待するか）

児童クラブとこども政策課を閉鎖的ネットワークで接続し、事務連絡等のや
りとりを電子的に行うことで、業務の適正化・省力化を図る。

事
業
費

項目 R1 R2 R3 R4

国・県支出金 ― ― 0

予算額 ― ― 1,859 1,145

その他職員（時給×時間） ― ― 0 0

事業費合計（C＝A＋B） ― ― 2,972

R5

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源 ― ― 1,849 1,145

計（A） 0 0 1,849 1,145

0
その他 ― ― 0 0

― 0.00

1,145

対前年比 ― ― ― 61.9%

0.00

1,145

計（B） ― ― 1,123 0

人
件
費

正規職員（平均賃金） ― ― 1,123 0

正規職員 ― ― 0.15 0.00

その他職員 ―



（３）業績
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実績

目標

実績

目標

実績

（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

展開方向における指標の推移 基本施策 15 展開方向 1

指標名 方向性 基準値 R2 R3 R4 R5

放課後児童クラブの
待機児童数 → 0 0 0 0

指
標

指標ほか R1 R2 R3 R4

― 0 0

活
動
指
標

閉鎖的ネットワークを
接続した児童クラブの

数
箇所

― ― 16 16

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 ― ― ― ―

R5

成
果
指
標

放課後児童クラブの
待機児童数 人

― ― 0 0 0

―

16

― ― 16 16

受益者あたり事業費
（＝C/a）

円 ― ― ― ―

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

各児童クラブとこども政策課のネットワークを令和3年度に構築し運用を続けた結
果、共有フォルダを介しての文書交換は定着している。
ネットワークを構築したことで、文書交換の利便性が高まり、業務の効率化やICT
化を進めることができた。
課題として、客観的な指標として「児童クラブの事務に要する時間数」等を設定す
ることが考えられるが、保護者対応など他の要因にも影響を受けるため一律での
比較は妥当ではなく、適切な指標を用いることが難しい。

事
業
の
評
価

事業の方向性 維　持 事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

今後の実
施内容

引き続き、各児童クラブとこども政策課とのネットワークを活用して文書交換を行
い、業務の適正化・省力化を図る。

事務事業評
価による額


